
 

 

 

 

向暑の候、会員の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。福岡地区長の

SRL Advanced Lab. FMAの稲子勝秀でございます。 

このたび新体制となり、役員一同、会員の皆様により充実した内容をお届けできるよう、尽力してまいり

ます。何卒、変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

さて、今後の主な予定といたしましては、9 月 12 日（土）に純真学園大学にて「2026 年度福岡地区新入

会員研修会」を、2027 年 1 月 16 日（土）には「2026 年度福岡地区講演会 技師長・連絡責任者会議・

意見交換会」（会場未定）を、さらに 2027 年 2 月 13 日（土）には「福岡地区学術発表連絡会」（会場未

定）を開催予定としております。現在、各種企画の準備を進めておりますので、ぜひご期待いただけますと

幸いです。 

【令和 8年度福岡地区役員・県理事】 

 
 

≪令和 8年度福岡地区事業計画≫ 

1.事務局・会議関係  

①事務局会議：日臨技本部および福臨技全体の活動状況を把握するとともに、医療従事者として医療
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全体の情報収集を図り、地区活動を円滑に行うために年 4回開催する。  

②地区理事会：事業方針の執行、会務の適正な運営を図るため年 4回開催する。 

③技師長・連絡責任者会議：地区事業の周知徹底と会員の活性を図り、協力を求めていく。  

④検査研究部門会議：各検査研究部門の活動を推進し、卒後教育の充実を図ると共に、会員の活性化

と育成を目的に年 2回開催する。  

2.事業関係  

①新入会員研修会：日臨技や福臨技事業をはじめ、地区活動について新入会員を中心とした研修を行

うと共に、現会員との親睦を図り、会への協力、理解そして育成をめざす。 

②福臨技事業への協力。  

③他団体主催行事への協力。  

④福岡市医師会急患センターの急患部会への参画。  

⑤日本臨床検査技師会連盟への加入推進。  

3.学術関係  

①検査研究部門活動の推進：部門別に開催される研修会、講演会が適正かつ健全な運営と活動が行え

るよう推進していく。  

②県主催・他地区主催事業への協力：県、他地区主催事業及び他団体事業への会員の積極的な協力を

行う。  

4.広報関係  

①福岡地区ニュースの発行：会の活性化、地区活動の情報源としての役割を確立するため、会の運営

状況のみならず、会員からの投稿も積極的に掲載し、内容の充実に努め年 2回発行する。  

②会誌「ふくおか」への投稿：地区広報コーナー等への地区の紹介及び会員の投稿を積極的に行う。 

 

 

（2026年度福岡地区事務局“ほぼ”全員の集合写真） 

 

 



【令和 8年度福岡地区学術部門、急患部会】

 
 

≪福岡地区学術部門、急患部会紹介≫ 

《生物化学分析部門》 松岡 由希子（福岡徳洲会病院）  

本年度の生物化学分析部門は、部門長の松岡由希子（福岡徳洲会病院）、副部門長の石垣卓也（九



州大学病院）、藤波清香（福岡大学病院）の計 3名体制で担当させていただきます。勉強会は、第 2木曜

日の 19時より開催予定です。臨床化学や免疫血清検査の基礎から、日常の検査業務に直結する実践的

な内容まで、皆様のお役に立てるプログラムを企画してまいります。また、当部門では 4 地区が連携して

勉強会を開催しております。ぜひ、他地区の開催スケジュールもご確認いただきご参加ください。なお、取

り上げてほしいテーマや企画のご要望がございましたら、勉強会後のレポートにてお気軽にお寄せくださ

い。本年度も、皆様の多数のご参加を心よりお待ちしております。 

 

《臨床生理部門》 甲斐 克也(九州大学病院) 

今年度の臨床生理部門は、部門長を甲斐克也（九州大学病院）、副部門長を安武卓哉（千鳥橋病院）、

樋渡梨乃（福岡徳洲会病院）の計 3名で運営いたします。勉強会は今年度もすべてWeb開催とし、第 3

木曜日の開催を予定しております。内容は、心電図、呼吸機能検査、脳波検査を中心に企画しております。

参加された皆様の日常業務に少しでも役立つ情報を提供するとともに、会員同士の情報交換の場となる

よう努めてまいります。取り上げてほしいテーマやご要望などがございましたら、お気軽にお声掛けくださ

い。皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 

《病理細胞部門》東 悠介（福岡県済生会福岡総合病院） 

病理細胞部門は今年度より部門長を東悠介（福岡県済生会福岡総合病院）、副部門長を河野賢二

（福岡県済生会二日市病院）、田島沙織（浜の町病院）、迫田香織（臨床病態医学研究所）の４名で運営さ

せていただきます。病理細胞部門は古くから『木曜会』の愛称で、毎月第４木曜日に勉強会を開催してい

ます。内容としては、『細胞診症例検討』と『レクチャー』を各施設に担当していただき視聴する、Zoom に

よる Web 参加形式です。昨年度好評でありました細胞診症例検討の細胞像を今年も事前に閲覧できる

ようにします。細胞像の選択肢もございますので、細胞診の勉強を始めたばかりの方でも参加しやすいと

思います。細胞の見方から日常業務で生じる疑問など積極的に議論できる有意義な場になればと考えて

おります。新人の方からベテランの方まで多数のご参加をお待ちしております。 

 

《臨床一般部門》 松崎 耕大（福岡山王病院）  

2026年度の臨床一般部門は、部門長：松崎耕大（福岡山王病院）、副部門長：岩見真人（九州中央病

院）の計 2名で運営して参ります。開催は第 4週の火曜日の 18時 30分からを予定しております。内容

は尿検査だけでなく、髄液、体腔液、精度管理についての研修会を企画しています。新人の方からベテラ

ンの方まで、幅広い方が参加していただけるような研修会にできればと思います。研修会終了後にはアン

ケートを実施いたしますので、企画してほしい内容や普段の業務で困ったことなどもありましたらご気軽に

ご相談ください。多くの皆さまのご参加を、お待ちしております。 

  

《臨床血液部門》 吉澤 和幸（福岡市立こども病院）  

前年度に引き続き、臨床血液部門長を務めます吉澤和幸（福岡市立こども病院）です。今年度は副部

門長として甲斐壽弘先生（福岡赤十字病院）、中安将大先生（福岡徳洲会病院）とともに運営してまいりま

す。勉強会は毎月第 2水曜日に開催し、ZoomによるWeb開催を中心に、可能な範囲でハイブリッド開

催（現地＋Web）も予定しております。 

今年度は「明日からの検査業務にすぐ役立つ」をテーマに、血算・凝固などの基礎知識から、末梢血液像

や骨髄検査の見方、症例検討まで幅広く取り上げます。この細胞は何だろう？このデータから何を疑う？ 

なぜこの結果になるのか？といった日常業務で遭遇する疑問を皆さんと一緒に考えながら学べる場にし



たいと考えています。「苦手な血液像を克服したい」「症例から考える力を身につけたい」「他施設の技師と

情報交換したい」という方はぜひご参加ください。 

  

《臨床微生物部門》 河原 菜摘（浜の町病院）  

臨床微生物部門は、今年度より部門長に河原菜摘（浜の町病院）、副部門長に寺山陽史（千鳥橋病

院）、河野恵司朗（シー・アール・シー総合研究所）、松尾枝里子（九州大学病院）の４名で運営していきま

す。臨床微生物部門では福岡地区・北九州地区・筑後地区・筑豊地区の４地区コラボ企画として月に１度

各地区担当で研修会を実施しており、福岡地区担当としては今年度３回の開催を計画しています。「帰っ

てきた感染症講座 part1」として疾患別に基礎的な内容を中心に講演を予定しておりますので、新人技

師や微生物検査室がないご施設の技師の方にも参加しやすい内容となっています。皆様のご参加を心よ

りお待ちしております！ 

 

《輸血細胞治療部門》 藤野 恵子（九州大学病院）  

2026 年度福岡地区輸血細胞治療部門は、部門長の藤野恵子（九州大学病院）、副部門長の渕野亮

太（九州中央病院）、大森名起（九州大学病院）の 3 名で運営してまいります。今年度は 4 地区コラボ企

画として、7 回の Web 研修会（5、6、8、10、12、1、2 月）と、九州ブロック血液センター見学（9 月・現地

開催）を予定しております。技師会だからこそ実現可能な現場に即したテーマを中心に、若手技師の発表

機会創出も意識しながら企画しております。主催地区により開催日時が異なり、ご不便をおかけすること

もあるかと存じますが、多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 

《臨床検査総合部門》 下門 春菜（福岡大学筑紫病院）  

2026年度の臨床検査総合部門は、部門長：下門春菜（福岡大学筑紫病院）、副部門長：井本祐司（福

岡大学病院）、松本佳隆（福岡徳洲会病院）、神崎祐李亜（福西会病院）の 4名で運営いたします。今年度

は 6月 26日に「精度管理の基礎のキソ」というタイトルで生化学分野を主とした精度管理について、8月

に血算の精度管理について、秋に業務改善・人材育成についての研修会を企画しております。今後も会

員の皆様のお役に立つような研修会の企画に努めて参ります。皆様の多数のご参加をお待ちしておりま

す。また、当部門では臨床検査に関わる幅広い内容を対象としておりますので、研修会でお聞きしたいテ

ーマなどご要望がございましたらぜひお気軽にお声掛けください。 

 

《染色体・遺伝子部門》 服部 雄城（九州医療センター）  

2026 年度の染色体・遺伝子部門は、部門長：服部 雄城（九州医療センター）、副部門長：松本 信也

（九州大学病院）、上田 沙央理（九州大学大学院医学研究院）、花木 祐介（九州医療センター）の 4名体

制で運営してまいります。 

遺伝子関連検査は、感染症領域における PCR 検査をはじめ、がんゲノム解析や造血器腫瘍の評価など

の体細胞領域、さらには遺伝性疾患を対象とする生殖細胞系列領域など、幅広い分野でその重要性が高

まっています。 

遺伝子検査に日常的に関わる機会が少ない方も多いのではないかと思います。そのため本年度は、実務

に役立つ内容に加え、初学者にも理解しやすい基礎的な内容を取り入れながら、年 1 回程度の勉強会開

催を目指して活動してまいります。 

また、取り上げてほしいテーマや内容についてのご要望がありましたら、ぜひお知らせください。 

本年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。 



《急患部会》 山本 幸司(福岡市医師会臨床検査センター) 

急患部会の活動場所は、早良区百道浜にあります福岡市急患診療センターです。近隣市町村を含めた

福岡都市圏住民の一次救急に寄与しております。 

検査項目：尿検査、血液検査、生化学検査、感染症項目(インフルエンザ、COVID-19、溶連菌など) 

現在の会員数 平日(準夜勤、深夜勤)20 名 休日(日勤、準夜勤、深夜勤)20 名 総会員数 40 名(6 月

末現在)で 365日運営しております。 

 

≪福岡地区事務局≫ 

SRL Advanced Lab. FMA 

稲子 勝秀 

TEL：０５０-2000-４８５５ 

e-mail: katsuhide.inago@hugp.com   


